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NPO法人スペシャルオリンピックス日本・宮城（宮城県）

活動分野

団体ホームページ

財政規模

スタッフ数

法人設立

認定取得

（2013年度）

障害者スポーツ

約700万円

2名

2003年 3月

2013年 3月

http://www.son-miyagi.jp/ 

認 定

副理事長 　國分 祐子さん

知的障害者が小さい頃から「ス
ポーツの楽しさ」を知り、学校を
卒業しても、就職をしても、SO
でスポーツを続けられる環境を
つくりたいです。2015年の創立
20周年に向けて、記念募金集めも
頑張ります。

　スペシャルオリンピックス（SO）は、知的障害のある人々のスポー
ツを通じた社会的自立を目指す国際的なスポーツ組織です。日本で
は1960年代に始まり、各都道府県に地区組織が誕生。SO日本・宮城
は6番目の地区組織として1995年創立、2003年にはNPO法人化し、
2013年に認定を取得しました。
　宮城県では、陸上やバスケットボール、スキー、フィギュアスケート
など夏・冬合わせて15競技を行っています。週1回で合計8回の
トレーニングと競技会出場が基本のプログラムです。4年に1度、世界
大会もあります。競技の楽しさを感じられるよう能力別にグループ
分けをしたり、全員表彰を行ったりするなど、他者との比較より「自己
の成長」を重視しているのが特徴です。スポーツを通じて、ルールを
守るなどの社会性も学んでいきます。

　宮城県では仙台市や石巻市、気仙沼市などに200人を超えるアス
リート（参加登録者）がおり、練習や大会の運営は約300人のボラン
ティア無しでは実施できません。
　また、ある県内大手企業ではバザーの売上寄付や賛助会費・スポン
サー契約に加え、社員の皆さんが家族ぐるみで支援してくれるなど、
財政面では多くの企業に支えられています。優遇税制の廃止・縮小は
とても困ります。

知的障害を持つアスリート200人
スポーツで成長し、能力を発揮する場をつくる

スペシャルオリンピックスを宮城でも

アスリートを支える300人のボランティア


